
今
市
民
は
、
暮
ら
し
も
仕
事
も
大
変
、
将
来

も
安
心
で
き
な
い
と
、
格
差
と
貧
困
の
拡
大
の
声

が
あ
る
。

①
原
発
再
稼
動
に
つ
い
て
、
憲
法
の
基
本
的
人

権
や
９
条
、
平
和
主
義
、
国
民
主
権
な
ど
に
つ
い

て②
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
取
り
組
み
や
市
の
平

和
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
答
弁
】
憲
法
の
「
平
和
主
義
」
な
ど

は
、
最
大
限
に
尊
重
す
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
、
平
和
首
長
会
議
で
は
、
早

期
の
署
名
、
批
准
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
れ
に
従
い
行
動
す
る
。

①
合
併
と
中
核
市
、
合
併
に
は
、
地
方
自
治
の

後
退
に
つ
な
が
る
な
ど
反
対
し
て
き
た
が
、
住
民

を
第
一
に
考
え
、
推
進
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る

が
。中

核
市
は
、
県
の
事
業
を
移
行
。
そ
の
過
半
を

占
め
る
保
健
所
は
、
市
の
医
師
、
獣
医
師
な
ど
専

門
職
の
確
保
が
困
難
。
専
門
職
の
ス
キ
ル
向
上
は

県
で
、
広
範
に
人
事
交
流
必
要
。
移
行
す
る
県
単

独
事
業
は
国
か
ら
の
財
政
支
援
は
な
い
の
で
は
。

②
市
財
政
や
公
共
施
設
の
維
持
更
新
に
つ
い
て

今
ま
で
も
大
型
事
業
の
見
直
し
や
中
止
を
し
て
、

く
ら
し
や
福
祉
に
財
政
を
当
て
充
実
さ
せ
る
。
借

金
を
減
ら
す
よ
う
に
求
め
て
き
た
。
こ
の
間
、
大

型
事
業
を
控
え
た
か
ら
借
金
は
減
っ
て
き
た
。
平

成
28
年
度
末
の
決
算
で
は
市
債
残
高
等
１
１
１
８

億
余
、
平
成
９
年
度
末
よ
り
４
９
６
億
余
、
減
っ

て
い
る
。

公
共
投
資
は
、
防
災
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に

備
え
、
維
持
更
新
を
。
大
型
事
業
か
ら
雇
用
に
役

立
つ
小
規
模
事
業
、
生
活
密
着
型
、
地
域
循
環
型

に
切
り
替
え
、
地
域
経
済
再
生
に
役
立
つ
よ
う
に

と
提
案
し
て
き
た
。

市
債
の
高
い
利
率
の
借
り
替
え
や
繰
上
げ
償
還
を

す
べ
き
と
、
平
成
８
年
か
ら
提
案
し
て
き
た
。
そ

の
実
績
は
ど
う
か
。

【
市
長
答
弁
】
他
の
自
治
体
か
ら
合
併
の
申

し
入
れ
の
際
は
、
真
摯
に
対
応
す
べ
き
。
中
核
市

移
行
に
よ
る
県
単
独
事
業
は
国
の
財
政
的
な
支
援

は
基
本
的
に
な
い
。
市
債
等
の
借
り
換
え
や
繰
上

償
還
の
実
績
は
合
計
で
１
４
０
件
、
約
１
２
９
億

３
０
０
０
万
円
、
利
子
負
担
軽
減
額
は
、
約
２
６

億
８
０
０
０
万
円
。

①
国
の
生
活

保
護
削
減
と
市

の
生
活
保
護
行

政
の
充
実
に
つ

い
て貧

困
は
誰
が

陥
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

安
倍
政
権
が
最
大
５
％
の
生

活
扶
助
基
準
引
き
下
げ
の
方

針
を
決
め
て
い
る
。

市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

増
員
を
国
の
基
準
を
満
た
す
よ
う
求
め
、
現
状
は

利
用
者
、
申
請
者
へ
の
対
応
の
改
善
を
求
め
て
き

た
が
。

【
市
長
答
弁
】
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
昨
年
４

月
に
増
員
し
、
30
人
と
な
り
基
準
数
を
充
足
、
今

後
も
適
正
配
置
と
な
る
よ
う
対
応
、
「
し
お
り
」

も
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
見
直
し
を
は
か

る
。

②
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
障
が
い
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

移
動
支
援
の
充
実
、
重
度
障
が
い
者
医
療
費
助

成
制
度
を
堅
持
し
、
精
神
障
が
い
者
へ
の
拡
充
を

求
め
る
。

③
安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
る
施
策
の
充
実

に
つ
い
て

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を
一
貫
し
て
求

め
て
き
た
。
就
学

前
ま
で
所
得
制
限

な
し
、
中
学
卒
業

ま
で
も
入
院
、
通

院
の
助
成
が
行
わ

れ
、
多
く
の
市
民

に
喜
ば
れ
て
い
る
。

今
後
も
拡
充
す
べ

き
。
保
育
園
の
待

機
児
童
を
な
く
す

た
め
保
育
所
の
拡

大
な
ど
求
め
て
き
た
、
今
後
、
整
備
予
定
は
。

④
県
西
地
域
の
基
幹
病
院
の
市
立
病
院
の
拡
充

に
つ
い
て

医
師
、
看
護
師
の
確
保
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
実
績
と
課
題
、
建
て
替
え
の
基
本
構
想
、
計
画

を
進
め
る
。
公
設
公
営
を
維
持
す
る
。

⑤
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

国
民
健
康
保
険
事
業
が
広
域
化
に
な
り
、
国
の

負
担
を
発
足
当
初
よ
り
大
幅
に
引
き
下
げ
て
い
る
。

国
の
負
担
を
求
め
る
べ
き
、
高
い
国
保
料
を
引
き

下
げ
る
べ
き
。
介
護
保
険
料
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
待
機
者
と
建
設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
市
長
答
弁
】
障
が
い
者
、
移
動
支
援
の
報

酬
単
価
は
慎
重
に
対
応
、
待
機
児
童
解
決
は
さ
く

ら
保
育
園
等
の
増
築
に
よ
り
最
大
91
人
の
定
員
増

等
で
努
め
る
。
市
立
病
院
は
基
本
構
想
の
策
定
期

間
を
含
め
７
年
程
度
か
か
る
見
込
み
だ
が
、
出
来

る
限
り
短
縮
す
る
よ
う
努
め
る
。
国
保
料
は
１
人

あ
た
り
９
万
１
０
１
６
円
と
な
り
当
初
予
算
比
で

昨
年
度
２
．
９
９
％
の
減
、
県
内
19
市
中
９
番
目

の
高
さ
。

い
じ
め
、
不
登
校
の
な
い
楽
し
い
学
校
。
わ
か

り
や
す
い
授
業
を
す
る
た
め
の
少
人
数
学
級
、
小
、

中
学
校
の
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
促
進
整

備
。
小
、
中
学
校
の
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童

の
生
徒
援
助
費
の
充
実
を
昨
年

に
、
今
ま
で
の
倍
額
求
め
た
。

準
要
保
護
援
助
費
の
小
学
１
年

生
に
対
し
て
支
給
し
て
い
る
新

入
学
用
費
に
つ
い
て
、
入
学
前

ま
で
に
前
倒
し
て
支
給
す
る
事

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
市
長
答
弁
】
準
要
護
児
童

生
徒
援
助
費
は
平
成
29
年
度
か

ら
国
の
単
価
に
合
わ
せ
増
額
。

小
学
１
年
生
の
新
入
学
用
品
費

の
前
倒
し
支
給
は
実
施
に
向
け

検
討
。

①
耐
震
診
断
、
工
事
等
の
助
成

に
つ
い
て

人
命
と
安
全
を
守
る
た
め
を

20
数
年
来
、
求
め
て
き
た
。
木
造
住
宅
の
診
断
及

び
耐
震
工
事
の
実
績
と
今
後
の
拡
充
策
等
、
求
め

る②
土
砂
災
害
防
止
法
の
対
応
に
つ
い
て

土
砂
災
害
を
防
ぐ
対
応
工
事
の
取
り
組
み
。
以

前
、
被
害
の
あ
っ
た
山
岸
沢
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
答
弁
】
県
が
土
石
流
に
つ
い
て
は
、

上
曽
我
地
域
な
ど
５
箇
所
で
砂
防
工
事
を
進
め
て

い
る
。
山
岸
沢
も
平
成
27
年
に
砂
防
指
定
が
な
さ

れ
事
業
を
県
が
進
め
て
い
る
。

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
充
と
商
店

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

②
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

担
い
手
及
び
後
継
者
対
策
、
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
に
つ
い
て
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
求
め
る
。

広
域
交
流
施
設
の
基
本
設
計
で
は
、
建
物
高
さ

55
・
１
㍍
、
ホ
テ
ル
１
８
８
室
に
。
民
間
事
業
者

が
事
業
費
を
出
し
運
営
し
、
底
地
は
ほ
ぼ
市
の
土

地
。
そ
こ
で
定
期
借
地
権
を
つ
け
貸
す
と
い
う
や

り
か
た
。
当
初
民
間
事
業
者
の
事
業
費
は
45
億
円

か
ら
50
億
円
位
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
想
定

事
業
費
は
倍
以
上
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
計
画
地
の
近
く
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

（
東
横
イ
ン
２
９
５
室
）
も
で
き
る
。
定
期
借
地

権
設
定
契
約
に
よ
り
50
年
と
い
う
長
い
期
間
借
地

す
る
よ
う
で
す
が
、
安
定
的
に
事
業
が
継
続
し
、

成
立
す
る
の
か
、

事
業
の
成
立
性
を

市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て

い
る
の
か
。
検
証

し
て
い
る
の
か
。

事
業
継
続
が
困
難

と
な
る
リ
ス
ク
へ

の
対
応
と
市
や
市

民
の
負
担
を
負
わ

な
い
為
の
対
応
策

を
ど
の
よ
う
に
計

ら
れ
て
い
る
か
。

２０１８年５月２３１号

関野たかし議員

議会活動報告紙
日本共産党小田原市議団

小田原市荻窪３００番地
日本共産党小田原市議団ホームページ

http://jcpodawara.d.dooo.jp/

吉田ふくじ議員

田中りえ子議員

１

市
長
の
政
治
認
識
と
姿
勢
に

つ
い
て

小
田
原
市
議
会
３
月
定
例
会
で
、
日
本
共
産
党
の

３
名
の
議
員
団
を
代
表
し
て
、
関
野
た
か
し
議
員
が

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
の
内
容
（
要
旨
）
を
報
告
し
ま
す
。

２

平
成
30
年
度
の
施
策
方
針
や

市
財
政
に
つ
い
て

３

福
祉
、
医
療
に
つ
い
て

４

行
き
届
い
た
教
育

５

防
災
、
消
防
に

つ
い
て

６

地
域
経
済
の
充
実
に
つ
い
て

７

お
城
通
り
地
域
再
開
発
事
業

の
成
立
の
可
能
性
に
つ
い
て

増築工事中のさくら保育園(酒匂)

お城通り地区再開発事業・広域交流施設のイメージ



根本的にデザインビルド（設計・施工一

括方式）による市民ホール整備に反対致し

ます。

コストは63億円で。

この範囲でホールを造ることになります。

コストと市場価格とのかい離があった場合

には、コスト内ですべてを対応しなければ

なりません。懸念するのは、行政が言う最

低確保しなければならない「機能と規模」

を本当に確保することができるのかという

ことです。市と施行者との交渉は、情報豊

富な事業者側が有利。事業者が品質を落と

さずに代替案を提案するとは限らず、質の

低下になりはしないかとの危惧はぬぐえま

せん。

本市の平成30年度予算は、重度障がい者医療助

成の個人負担無しの堅持、小規模保育所の新設、

民間保育所の定員増、地域循環型住宅リフォーム

支援事業の充実、学校のパソコン教室や図書館の

空調設備設置などは評価するところです。

一方、市民ホール整備事業や証明書コンビニエ

ンスストア交付サービス事業、証明書郵便局交付

サービス事業に関することは、修正案提出の通り

一般会計予算に賛成できないため反対を表明しま

した。

なお一般会計予算には日本共産党の３名含む複

数の議員が反対しました。

これはコンビニや郵便局にて、住民票な

どの証明書交付をするもの。コンビニはマ

ルチコピー機を使い、郵便局は本庁とファッ

クスで対応をします。

第１にコンビニでの交付実績は多く見込ま

れない

平成28年度の交付実績からすると、全体

の３％しか見込めないとの答弁あり。

第２にマイナンバーカードは増えない

コンビニで住民票等の交付には、マイナ

ンバーカードが必要です。

カードは顔写真、名前、住所、生年月日、

性別が掲載。個人情報が蓄積されているＩ

Ｃチップ一体となっています。カードを持

ち歩くことによる盗難や紛失のリスクが高

いなど、不安が払しょくできていません。

第３に支所等の代替えにならない

市は、近い将来老朽化などの理由から市

内にある支所など合計11ヵ所の窓口の廃止

を考えています。それとのリンクで進めら

れています。コンビニも郵便局も支所等窓

口の代替にはなりません。高齢者が増える

のに介護保険の申請などはコンビニ郵便局

でできません。

第４にコンビニのマルチコピー機は高齢者

には難しい

コンビニ対応のマルチコピー機は、画面

表示にタッチすればよいのですが、高齢者

はまごついてしまうことが多々あると考え

ます。

以上が削減理由です。修正案は賛成少数

で否決となりましたが、引き続き問題点に

ついて調査し追及していきます。

コンビニのマルチコピー機

市民や共産党議員などから問題が指摘された結果、現時点では基本設計に提案し下記項目が変更さ

れました。しかし音響、バリアフリー、普段正面から入れないなど、まだまだ多くの問題があります。

(2)１基をストレッチャー

の入る大型エレベー
タに。

(4)楽屋口の扉の位置
など変更し小ホール

平土間利用時の出入
口２か所確保。

(5)小ホール平土間利
用時の市民用トイレ

新設。
(6)大ホール有料公演

時、市民が小ホール

平土間利用出来るよ
う階段新設。

(7)安全確保のため有
名演者等の入退館動

線確保。
他に２階ギャラリー

回廊の幅員拡大、サ
イドバルコニー席の

形状変更等。

日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相

談
担
当
弁
護
士

岡
村
三
穂

６
月
５
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

次
回７

月
３
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、

相
談
さ
れ
る
方
は
、
関

野
、
田
中
、
吉
田
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

法律相談・市政・生活相談は
下記へご連絡ください

℡/Fax 住所
関野たかし ４２－０３１６ 曽我岸90
田中りえ子 ３５－５３８９ 扇町1-6-2
吉田ふくじ ４９－３７５９ 南鴨宮3-9-8
（市役所 市議団控室 ３３ー１７８９）

Eﾒｰﾙ(代表) tanakarieko@nifty.com
（小田原市議会資料より）


